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年
頭
の
ご
挨
拶

神
奈
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

　森 

洋

　会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
健
や
か

に
令
和
６
年
の
新
春
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。　３

年
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍

も
「
５
類
」
移
行
に
よ
り
、

よ
う
や
く
日
常
が
戻
り
つ
つ

あ
り
、
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
経
済
環
境
は
、
海
外
経
済

の
回
復
を
受
け
て
輸
出
が
持

ち
直
し
に
向
か
い
、
企
業
の

設
備
投
資
意
欲
も
強
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

自
動
車
生
産
の
回
復
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
、
ま

た
世
界
的
な
半
導
体
市
況
に

も
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
景
気
の
回
復
が
感
じ

ら
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。　し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
一

方
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料

価
格
の
高
騰
と
、
コ
ス
ト
増

の
価
格
へ
の
転
嫁
が
引
き
続

き
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　特
に
人
件
費
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
、
２
次
、
３
次

下
請
け
と
い
っ
た
取
引
に
お

け
る
価
格
転
嫁
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
会
員
の
皆
様
か
ら
は

「
収
益
の
改
善
が
進
ま
な
い

中
で
、
賃
上
げ
や
人
材
確
保

へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
切
実
な
声
が

届
い
て
お
り
ま
す
。

　官
民
挙
げ
て
「
取
引
価
格

の
適
正
化
」
を
進
め
る
と
と

も
に
、
生
産
性
向
上
の
取
組

み
に
よ
り
収
益
力
を
高
め
、

賃
上
げ
や
人
へ
の
投
資
に
つ

な
げ
る
、
持
続
的
、
構
造
的

な
成
長
に
向
け
た
好
循
環
を

早
急
に
作
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　さ

ら
に
、
本
格
化
す
る
ゼ

ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
に
伴
う

資
金
繰
り
や
経
営
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
県
内
企
業

の
７
割
近
く
が
後
継
者
未
定

と
も
い
わ
れ
る
事
業
承
継
の

問
題
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
ま

ま
で
は
最
大
４
億
ト
ン
も
の

輸
送
能
力
不
足
が
生
じ
る
と

試
算
さ
れ
て
い
る
２
０
２
４

年
問
題
な
ど
中
小
・
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
課
題
は

山
積
み
で
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
に
、
本
会
で

は
支
援
機
関
、
金
融
機
関
、

行
政
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

人
材
の
確
保
・
定
着
や
生
産

性
向
上
へ
の
支
援
に
最
優
先

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
業

務
運
営
の
見
直
し
も
含
め
た

働
き
方
改
革
の
推
進
や
、
Ｄ

Ｘ
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
、
円
滑
な
事
業
承
継
な

ど
、
組
合
の
更
な
る
組
織
力

の
強
化
と
経
営
改
善
に
向
け

伴
走
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
脱
炭
素
化
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
や
専
門

家
と
連
携
し
「
中
小
企
業
の

脱
炭
素
化
推
進
モ
デ
ル
」
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
現
場
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
頼
ら
れ
る
中
央
会
」

と
な
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様

に
寄
り
添
っ
た
伴
走
支
援
の

充
実
・
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

　結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の

昨
年
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
っ
て
、
干
支
に
ふ
さ
わ

し
い
上
昇
・
発
展
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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だより

　
組
合
員
並
び
に
関
係
各
位

の
皆
様
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
元
日
に
発
生

し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
を

申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

い
被
災
地
の
回
復
と
復
興
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
長
期
化
す
る
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
紛

争
、
中
国
経
済
の
減
速
、
原

油
や
原
材
料
費
の
高
騰
に
よ

る
物
価
の
上
昇
、
気
候
変
動

の
影
響
な
ど
を
要
因
と
す
る

市
場
経
済
の
疲
弊
を
強
く
感

じ
た
年
で
し
た
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
過
の
収
束

に
よ
り
、
行
事
な
ど
が
再
開

し
、
人
と
直
接
会
う
こ
と
の

喜
び
を
再
認
識
で
き
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
面
で
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

と
い
う
革
新
的
な
技
術
の
登

場
が
、
今
後
の
社
会
に
大
き

な
変
化
を
予
感
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
利
活
用
が
当
然
必
要
と

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
直
接

の
意
見
交
換
、
対
面
で
の
議

論
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
、

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
当
組
合

の
活
動
と
し
て
は
、
昨
年
６

月
の
通
常
総
会
は
新
団
地
会

館
で
の
開
催
が
で
き
、
野
球

大
会
や
共
同
防
災
訓
練
な

ど
、
可
能
な
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
賀
詞
交

換
会
に
つ
い
て
も
先
日
、
新

団
地
会
館
で
開
催
で
き
ま
し

た
。
　
　

　
ま
た
、
今
年
の
春
に
は
駐

車
場
を
は
じ
め
外
構
工
事
な

ど
完
全
に
完
成
し
、
新
会
館

の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き

ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
長
年
続
い
て
き
た
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
潮
流
や

地
政
学
バ
ラ
ン
ス
に
大
き
な

変
化
が
継
続
す
る
中
、
秋
の

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
、
日
米

の
金
融
政
策
（
金
利
）
、
中

国
経
済
の
動
向
な
ど
も
含

め
、
引
き
続
き
不
透
明
感
が

続
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
新
た
な
成
長
の
フ
ェ
ー

ズ
へ
と
力
強
く
踏
み
出
し
前

進
で
き
る
工
業
団
地
と
し

て
、
今
年
は
各
種
取
り
組
み

を
推
進
し
、
内
陸
工
業
団
地

の
付
加
価
値
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
組
合
員
の
皆

様
・
関
係
各
位
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
た
な
成
長
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
踏
み
出
す

取
り
組
み
推
進
で
付
加
価
値
の
向
上

神奈川県内陸工業団地協同組合
理事長　歳原博幸

潮流の変化に対応し、
力強く前進を
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2023年11月22日
災害に備えて共同防災訓練を実施

①カセットガスボンベを使った発電機の動作確認　②厚木市や愛川町と無線
機で連絡　③本部で情報を確認　④団地会館前に設置された災害対策本部

　当組合では、今年度も共同防災訓練を昨年の11
月22日に実施いたしました。
　この日は、午後１時10分に大地震が発生した想定
で訓練を実施いたしました。密閉空間を避け、団地
会館駐車場に災害対策本部を設置。厚木市や愛川
町の危機管理担当課との無線連絡のほか、会館建設
に伴い新団地会館に移した資機材の確認や消費期
限が近づいた保存食糧の試食を行い、カセットガス

ボンベを使用する発電機の動作確認や、非常照明の
点灯などをチェックしました。
　また、団地内を８つの地域に分け、それぞれの地
域で想定上の被災状況報告など実際に無線機を使
用して行いました。
　コロナ禍以降、規模を縮小しての訓練実施です
が、当組合では今後も災害対策についての体制づく
りや情報発信に努めてまいります。

④④

③③②② ①①

　新年明けましておめでとうございま
す。昨年5月8日より、新型コロナウイルス
感染症が5類に位置づけられました。長い
間続いたイベントの制限や行動制限と
いった強い措置はなくなり、コロナ前に
戻りつつあります。当組合も賀詞交換会
を昨年6月に竣工した新会館大会議室で
開催することが出来ました。お忙しい中、
多くの関係各所からご来賓いただき親交
を深めることができました。

　今年は元日に発生した能登半島地震
において、多くの国民が心を痛めました。
関係機関は被災地に赴き、被災者の救済
や復興に向けた活動をされています。私
たちも思いを共有し、少しでも助けにな
るよう取り組んでいきたいと思います。

　今年の春には、新会館の駐車場整備な
どが終わり、完全な完成を迎えることで、
組合員の活動拠点として機能が発揮出
来ることと思います。事務局一同、組合の
発展と組合員企業の皆様のご繁栄のた
めに努めてまいります。

事務局より

　令
和
６
年
の
始
ま
り
を
祝

う
新
年
賀
詞
交
換
会
を
昨
年

６
月
竣
工
し
ま
し
た
「
内
陸

工
業
団
地
新
会
館
大
会
議

室
」
で
１
月
24
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
皆

様
を
は
じ
め
、
約
80
人
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
新

一
致
団
結
、さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

令
和
６
年
１
月
24
日
　
新
年
賀
詞
交
換
会

年
を
祝
う
歓
談
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
日
頃
か
ら
当

組
合
活
動
の
事
業
運
営
に
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
行
政
の
首
長
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
の
皆
様
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
厚

木
市
長
の
山
口
貴
裕
様
、
愛

川
町
長
の
小
野
澤
豊
様
、
衆

議
院
議
員
の
義
家
弘
介
様
、

衆
議
院
議
員
の
赤
間
二
郎

様
、
県
議
会
議
員
の
難
波
達

哉
様
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
は
１
月
１

山
口
貴
裕
厚
木
市
長

小
野
澤
豊
愛
川
町
長

義
家
弘
介
衆
議
院
議
員

赤
間
二
郎
衆
議
院
議
員

難
波
達
哉
県
議
会
議
員

乾
杯
の
発
声
を
務
め
た

黄
金
井
康
巳
厚
木
法
人
会
会
長

出
席
者
の
前
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

歳
原
博
幸
代
表
理
事

日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
被
災
者
へ
の
思
い
を

述
べ
ら
れ
、
会
場
の
皆
様

と
共
有
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
公
益
社
団
法
人

厚
木
法
人
会
会
長
の
黄
金

井
康
巳
様
の
ご
発
声
に
よ

る
乾
杯
で
歓
談
に
入
り
ま

し
た
。
当
組
合
活
動
の
事

業
運
営
に
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

と
、
親
交
を
深
め
る
ひ
と

時
で
し
た
。


